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霞ヶ浦地方のシラウオに寄生する横川吸虫の研究
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茨域県霞ヶ浦地方においてほ，従来霞ヶ浦から漁獲さ

れるシラウオ Salangichthysmzcrodonを酢味噌にして生

食賞味する風習がある。このシラウオが或種のメタゴニ

ムスの感染のおそれのあるだろうことは筆者の一人山木

がすでに注目していたのであるが，今回同魚体を検査し

て多数の包嚢の寄生を認め，且っとれを著者等が試食し

て8年6カ月の永きに亘って便中に虫卵を証明し，更に

家兎及びマウスに感染せしめて多くの成虫を得，それ

らを検索した結果，此の包装は横川吸虫 Metagonimus

yokogawai・ Katsurada, 1913であるととを確めた。尚同

地方住民の検便により，場所によっては5_Q笠旦ょの横川

吸虫寄生率を示したのでそれらもあわせて報告する。

シラウオにおける metacercariaの寄生状況

採集したシラウオは大島正満博士の同定の結果 Salan-

gichthys microdon Bleeker「シラウオ」と称し，本邦に

おいてシラウオと呼ばれるもののうちの最も普通種であ

る．同地方にあっては大体冬期から4月末日迄は禁りょ

う魚とされており，他の季節ては常に多数漁獲されて食

膳に供せられ且つ出荷されている徒である。

1953年11月に漁獲されたシラウオ〈体長55～70mm)

について被嚢幼虫の寄生状況を詳細に調査した結果，木

種 metacercariaは17匹 （94.4%）に陽性であり，シラ

ワオ各一匹における寄生数は最少1コ，最多27コ，平均

17.8コて，すなわちをの寄生率においても寄生濃度にお

いても可成り濃厚な漫淫状況て、あった。

*YOSHITAKA KOMIYA, ＊申JIROITO & ＊牢牢SHI・
GERU YAMAMOTO: An eJ?idemiological survey 
of Metagonzmus yokogawai in Kasumigaura di-
strict. ("'Department of Parasitology, National 
Institute of Health, Tokyo.料 Department of 
Hygiene, Shizuoka University，本＊＊ItakoHealth 
Center, Ibaragi, Japan) 
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metacercariaの寄生部位については， ζの魚が鱗片

をほとんど欠いている関係上，本来の寄生部位の鱗に代

って筋肉内に多数認められた。すなわち上記18匹のシラ

ウオについて観察した結果によれば，寄生せる全被嚢幼

虫の約30%が鰭条内に寄生し，残りの約70%は筋肉内に

寄生し，更に少数の metacercar泊 は魚の頭骨に凹所を

形成して寄生していた〈第1, 2図参照〉。尚18匹のシラ

ウオ中2匹の鯨に Echznochasmussp.の metacercaria

を各々28コ乃至13コ認められた。

人体えの試食実験

1953年10月4日に漁獲されたシラウオを，住民の料理

法と全く同様の酢味噌にして著者等の2人小宮，伊藤が

各数十匹ずつ試食した。試食後28日目に検便を実施した

結果，2例とも多数の虫卵を認めた。そとて著者等は桃

川吸虫の人体内における寿命を追求するために他の生魚

の生食を一切禁じ，駆虫も全く行わずに随時検便を実施

した結果，試食後2年日迄は常に多く¢虫卵を証明し，

8年自になって梢虫卵数を減。，且つ変性萎縮卵も散見

され，4年自になって著しく虫卵数を減じ，宮川氏沈J澱

法を行って尚且つ数枚のプレパラート中に辛うじて虫卵

を発見し得る程度て、あった。 2例中1例において，遂に

試食後3年6カ月て虫卵が消失し，他の1例において 3

年10カ月て虫卵が消失した。岡部浩洋氏から私信によれ

ば，横川吸虫の寿命の人体における記録は約8カ月とさ

れていたが，今回の筆者らの実験により，確実に8年以

上に及ぶ事が明かとなった。

尚上述2例共にその期間中，木虫寄生によると考えら、
れる自覚症状は殆んど認められなかった。

動物への感染実験

1953年，家免1例に毎日10匹宛10日間合計 100匹の、ン
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第 1表 マウスに対する γラウオの試食実験

（シラウオは総べて霞浦産の生鮮魚で各マウスに 50匹づっ試食〕
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ラウオを連続試食せしめ，初回試食後40日目に同家免の

検便をして多数の横川吸虫卵を認め得た。依って直ちに

剖検せる結果，その小腸部から 192匹以上の横川吸虫を

得た。その形態については後述する。家兎は試食期間中

多少不活発の事もあったが概ね正常とかわりなく，剖検

結果は多少の腹水増加を認めたのみで，そのたの著変は

認められなかった。

次に1953年10月から1954年11月の聞に合計10頭のマウ

スに動物実験を行った。その方法は，霞ヶ浦から漁獲さ

れた生鮮なシラウオをそのま〉マウスに与えるとマウス

はよくそれを食べるので，マウスー頭？とっき50匹宛のシ

ラウオを与え，その後6日乃至 102日経過後剖検して虫

体の寄生状況を精査した。その大要を第1表に示したが，

6日経過のマワスでは各例共に比較的多くの虫俸を検出

し，その寄生部位は小腸中，下部に最も多かった。 16乃

至26日経過後のマウスては寄生虫体数が著しく減少し，

32日以降の各マワスて、は遂に寄生虫体を発見出来なかっ

くについてそれらの点を精査したが，皐丸，子宮の点

かちすれば M.t.と考えられ， 卵黄巣の点からすれば

M.y.と考えられて遂に母虫の形態ては同定し得なかっ

た。然して上司2種の決定的な区別点は虫卵の大きさに

ある事は多くの文献に見る所であり，筆者らも特に留意

して虫卵の大きさを測定した。測定方法は油浸レンズに

より視野に水平に横たわる虫卵を無作意に選定し，ミク

ロシユラウべによる微測法を以て測定した。第1群は前

記2例の人体実験から得た糞便内虫卵50コを計測し，長

径26.7～31.8（平均29.1)μ，短径16.3～19.2（平均17.6)

μの値を得た。第2群は動物実験によって得た数匹の

母虫の子宮内虫卵28コを計測し，長径27.7～30.4c平均
29.0) μ，短径17.0～19.2c平均18.0)μの値を得た。
即ち此の吸虫は既往の概念に従えば，横川吸虫Metagoni-

mus yokogawai Katsurada, 1913と同定するのが正しい

本糧吸虫の同定

前述の家兎から得た虫体をプアン固定，アラウンカル

ミン染色標本となし，任意に13コ体を計測して第2表に

示した。その結果は何れも高橋 (1929）のそれに比して

や〉計測値は小さいが，虫卵や卵黄巣は充牙発育してお

り，その体制より見て木種は明かに Metagonimus属に

属し，且つ M.yokogawai及び M.takahashiz" Uこ最も

近似していた（第3'4図参照〉。この両種の成虫にお

ける区別点としては，卵黄巣が左右相連続せるものが

M. t.，はなれているものが M.y.とされ（高橋，1929)

或は左右皐丸が斜の位置を保ち，子宮が右畢丸の後方

迄走行せるものが M.t.，然らざるものが M.y.（宮田，

1944），更には体全形の形，大きさによる差異も亦その

区別点してあげられている。筆者らは得られた母虫の多

た。

( 8 ) 
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茨城県霞ヶ浦地方住民における

横川吸虫浸淫状況

. 1953. 12月調査，稀塩酸エ｛テ1レ法

第 3表

第 3図

第 4図

と考えられる。

住民における横川吸虫の漫淫状況

1955年冬期，霞ヶ浦地方において上述のシラウオを生

食する習慣の多い4ヵ村にわたり，合JI・579名の村民の

検便を実施して杭川吸虫の感染率色調査した。検便方法

は稀塩酸エーテル法である。その結見·~はく第 3 表参照〉各

ー西岡互ム凶
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村において非常に多くの慣川吸虫保有者を検出し，特に

行方村の如きは51.496の高率を示していた。然しながら

それらの虫卵保有者の調査の結果は著明なる病症を訴え

る程のものは見当らなかった。

論議

シラワオから Metagonimus属吸虫の metacercaria

を得た報告は現在迄のととろ，森(1935）， 山口(1942),

赤木(1954）の8例に見るが，種の同定に関しては何れも

筆者らと異っている。即ち森（1935）に依れば，metacer-

cariaをマウス，家兎，犬に試食せしめて母虫を得，母

虫の形態てはどちらとも区別がつかないが，虫卵測定の

結果，32μ×18.3 μの値を得て之を Metagonimusyoko・

gawai ovatus Kobayashi, 1913（宮田，1944によれば之は

Metagonimus ta均的shizの synonym）と同定し，山口

(1942）は筆者らと同己く霞ヶ浦産のシラウオを トピに

試食せしめ，得た母虫の虫卵を計測して30～35×18～22

μ の値を得，即ち M.ta初hashi£ としている。更に赤木

(1954）は岡山県児島湾より漁獲されたシラウオから

Metagonimus属被嚢幼虫を得，動物実験の結果 Metag-

onirnus yokogawai var. ta初hash＃ と同定しているが詳

細な報告はまだ見なし、。何れにせよ上述の諸報告は何れ

も M.仰向hashiz・とされ， 筆者らの結果は M.yokoga・

waiである点，種の同定について多くの疑点を残すので

ある。 即ち母虫の形態ては殆んど同定が出来ず，単に

虫卵の大きさに頼る事が困難であるのか，或いは両種が

混在しているのか等の問題については後日の研究にまち

たい。

横川吸虫の宿主内における寿命が宿主の種の差によっ

て異なる事は当然と考えられる。人俸におけるその記録

は，阿部浩洋〈私信〉によれば約80日のようであるが，

筆者らの今回の実験て 3年乃至4年は生存している事が

明かとなった。マウスにおける10例ては，約1カ月の短

期間に虫体は自然消滅するものと考えられる。即1うマワ

スは人間に比すれば横川吸虫に対して著しく非回有的な

宿主であろう。

最後に霞ヶ浦地方における！品川吸虫の疫学的考察を試

みるならば，住民の濃厚感染の原閃として最も大きな役

割を果しているのがすなわち，出川吸虫の metacercaria

て高度に寄生されたシラウオの生食される風習と考えざ

るを得ない。勿論同地方のワグイ其の他の淡水魚にも

Metagonimus属の metacercariaが認められているか

ら，モれらからの感染も若干あるだらうことは予想され

るが，乙れからの感染だけではとの地区が他の地方に比

〔寄生虫学雑誌、 ・第 7巻 ・第 1号

して著しく住民の感染率の高い理由がつかめない。 一度

感染した横川吸虫が人体内て8年以上も生帯して産卵を

続け，糞便と共にタト界に出た虫卵からの同虫幼虫が，同

地方に多数棲息するカワニナを通むてシラウオに浸入し

かかる多くの metacercariaを保有するシラワオが好ん

で生の状態て食膳に供せられる所にとの地方の横川吸虫

の浸淫の原因があると考えるととがもっとも妥当であ

る。

要約

1. 茨城県霞ヶ浦から漁獲されるシラワオは Metago・

nimus属 metacercariaを高度に保有して居り，動物実

験並に人体実験の結果，この metacecaria を横川吸虫

(Metagoni'mus yokogawai）と同定した。

2. 2例の人体実験の結果，感染後虫卵消失迄の期間

は夫々 3年6カ月及び8年10カ月であったが，マウスの

剖検結果ては32日以後は虫体が発見出来なかった。

3. シラワオにおける metacercariaの寄生部位は筋

肉内に最も多く ，若干は鰭に存在し，稀に頭骨内にも存

在しているのが認められた。

4. シラウオは霞ヶ浦地方においては一般に生食され

ている。同地方住民の横川吸虫感染率は 6.1～51.4%に

達するが，とれは主として本虫被嚢幼虫の自然寄生をう

けたシラウオの生食によるものと考えられる。

本調査にあたり種々便宜を与えられた茨披県衛生部の

各位に感謝し， γラウオの同定の労をとられた大島正満

博士に深謝U意を捧げる。
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Summary 

It was found that a brackish water fish Satan-

gichthys mi'crodon Bleeker, from the Lake Kasum-

igaura was heavily infected with metacercariae 

of Metagonz抑制 yokogawai. About 70 % of such 
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metacercariae were located in the muscle, the 
remaining 30 % were in the fin, and a very few 
were situated on the concave hole of skull of fish. 
Experimental infection with these fluke were 
carried out on two men, and many eggs were pro-
ved in their feces for 3 or 4 years, while in the 
case of mice, no worm was found after one month 

． 

11 

after infection. 

Among the resident in the neighborhood of 

Kasumigaura, 28. 6 ~b of 579 persons were found 

to be infected with metagonimus. Such a heavy 
incidence of this丑ukewas considered to be due 
to food custom of eating this自shin a raw conditi-

on. 
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